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伊東　 言語的 ブ リコラージ ュとしての フォー クロア

言 語 的 ブ リ コ ラ ー ジ ュ と して の フ ォ ー ク ロ ア

ロシア ・フ ォー ク ロアに おけ る語 源的

文彩 (figura etymologica)

伊　　東　　一　　郎＊

 Folkloristic Text as a Verbal  "Bricolage"  : Figura 

      Etymologica in Russian Folklore

Ichiro  ITO

   This paper analyzes the figura etymologica, a syntactic com-
bination of words derived from the same root, which is a character-
istic verbal device in Russian Folklore. This device is understood 
as repetition on the syntactic level, and, more generally, as verbal 
"bricolage" , a concept introduced by Levi—Strauss. 
• On the linguistic level "bricolage" is realized by the poetic 

function of language as defined by Jakobson, which projects the 

principle of equivalence from the axis of selection into the axis of 
combination. 

 Multiformity  of figura etymologica in Russian Folklore is ex-

plained by the correlation of the above general rule of poetic 
function and the active capacity of the Russian Language to produce 
a multitude of derivative words.
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１． 序 論

１． フ ォー クロアの構造分 析 とその諸 レヴ ェル

　一般 的に言語芸術 としての フォークロアを分析 しよ うとす る際 には，い くつか の異

な ったアプ ローチが可能であ る。まず基本的 に通時的分析 と共時的分析の二つの方法

があ り， これは相補的 な概念 と言え るが，発生論的 ・歴史 的方法論 が優位であ った前

世紀に対 して，今世紀初頭 には，言語学，人類学，文芸学などの人文諸科学 に，共通 し

て通時論か ら共時論へ の転換が見 られた ことは特徴的であ る。Ｓａｕｓｓｕｒｅ，　Ｍ ａｌｉｎｏｗｓｋｉ，

ロシァ ・フォルマ リズムなどの業績 とともに， この時期 にフォー クロアの分析 にも共

時的 ・構造的方法があ らわれ る。 ＰｒｏＰＰ の 『民話の形態学』 ［ＰＲｏＰＰ　１９２８］ はその

先駆といえよう。彼 は，従来，外見的類似のみを根拠 として発生論的解釈 がなされた

り，借用 関係が論 じられ ることの多か ったプ ロッ ト分析 に，構造的方法をは じめて適

用 した とい うことがで きる。 ＰｒＯＰＰ は， この著作 において，「魔法民話」とい うジャ

ンルに属す るロシア民話 の多様 なプ ロッ トが，最終的には単一の構造的モデル， すな

わ ち単純な論理 的 ｓｙｎｔａｘに還元 され得 ることを示 したのであ るが， その方法 がある

意味で Ｌｅｖｉ－Ｓｔｒａｕｓｓによる神話の 構造分析 を先 どりす る もので あった ことは，後 に

Ｌｅｖｉ‐Ｓｔｒａｕｓｓ自身が認めて いるとお りで ある ［】ＮＥＶＩ－ＳＴＲＡＵＳＳ　 Ｉ９６０］。

　 と ころでプ ロッ トが言語 の個別性を超えて比較可能な，ｓｅｍａｎｔｉｃｓにのみかかわる

レヴェルであ るのに対 して， フォー クロアの文体論的側面は，必然的 にそれぞれの言

語 の個別性 により強 く規 定され る。 このため従来 この レヴ ェルでの研究 は， もっぱ ら

言語学者 によってお こなわれてきたが， その方法 は，や はり多 くの場合発生論的 ・歴

史 的な もので あ った。 これに対 して フォークロアのテキス トの文体論的側面 に，共時

的 ・機能 的観点か ら光をあてたのは， ロシア ・フォル マ リズム， とりわけ Ｊａｋｏｂｓｏｎ，

Ｓｋｌｏｖｓｋｉｊ らの詩 的言語研究で あった。 彼 らは詩 的言語の形式 的側面 は， 日常的言語

の場合 とは異 な り，意味論的側面と同等 の，場合によ って はそれ以上の自立的価値を
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獲得す る,と 考 えたか らで ある[JAKOBSON l 979;sK.LOVSKIJ 1919a,1919b]｡こ

の 視点か らは,従 来単な るアルカイズムと解釈 されて きた フォー クロアの文体論的諸

特徴 は,韻 律や ジャンルの特性にかかわる重要 な機能を にな うものと して捉えかえ さ

れる[伊 東 1980]｡

 と こ ろで フォー クロアのテ キス トを分析す る際,そ れが共時的方法か通時的方法で

あ るか にかかわ らず,テ キス トを どの レヴェルで分節 するか によって,そ の分析 の対

象は異 な って くる｡つ ま りフォークロアのテキス トは,プ ロ ッ トの レヴ ェル,成 句法

の レヴェルをは じめ として,統 辞,形 態,音 韻等 の文法的諸 レヴェルか ら成 る階層的

構造をな していると考え られ,そ れ ゆえ,こ れ らのいずれの レヴェル において も分析

が可能であ る｡た とえばProppが お こな ったよ うなプロ ッ トの分析では,フ ォーク

ロアのテキ ス トは,プ ロッ トの抽象的な構成単位(Proppは,こ れ を｢機 能｣と 呼

んでい る)に 分節 され る｡Levi‐Straussは,や はり神話 を,音 素,形 態素,意 義素

な どの構成諸単位 か ら成 る階層的構造 と捉 え,そ の最上位に｢神 話素｣と いう概念を

提起 して いる[LEVI-STRAUSS 1958:232]｡ま た叙事詩 などにみ られる,既 成 の定

型旬⑱ くみあわせによる詩行の構成 などが研究の対象 にな る場合,テ キス トは これ ら

の定型句を構成単位 として分節 され るで あろう｡Parryお よびLordが ホ メー ロスお

よびセルビァ叙事詩について おこな った研究 は,こ の レヴェルにかかわ るもので ある

LORD 1960]｡統 辞 論の レヴェルで はテキス トは語 を構成単位 として分節 され,類

音語反復,類 義語反復な どの手法 が分析の対象 とな る｡本 稿で検討の対象 とす るlive

alife,｢歌 を 歌 う｣と い った 語 源 的 文 彩一(figura etymologica)も ジ こσ レヴェ

ル にあ らわれる構造 といえ よう｡形 態論の レヴェルで は,テ キス トは形態素を構成単
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図1 フォークロアの構造分析の諸 レヴェル
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位 と して分節 され,語 の形態論的･造 語論的特徴 などが分析の対象 となろう｡ロ シア

の叙情歌 に特徴的な 指小接尾辞の頻用 を論 じたOssoveckijの 論 文 はこの レヴェルに

お ける分析で ある[OssovEcKIJ I957]｡さ らに音韻論の レヴ ェルでは,テ キス トは

音素 を構成単位 と して分節 され,押 韻,韻 律な どの構造,民 謡 にお けるテキス トと音

楽の相 関などが研究の対象 となる｡こ れ らのテキス トの諸 レヴェル と,分 節 され る構

成単位,分 析の対象 は,図1の ように示す ことがで きよう｡

 筆 者 は,既 にロシア･フ ォークロアにおける類義語反復,指 小接尾辞の頻用な どの

問題 を個別的 に論 じて きたが[伊 東 1977,1979,1980],そ れ らの問題 はいずれ も

以上の ような位置づけにおいて捉え られている｡本 稿 の考察の対象 であるロシア･フ

ォーク ロアにおける語源的文彩(figura etymologica)も,同 様の位置づけにおいて,

よ り一般的 な問題 に関係づけ られ ることにな ろう｡

2.語 源 的 文 彩(figura etymologica)の 定 義

 本 稿 は,ロ シア･フ ォークロアに特徴的なfigUra etymOIOgiCaを 直 接の考 察の対

象 とす る ものであ るが,ま ず術語 の定 義をおこな ってお こう｡figura etymologicaと

は,｢語 源 的文彩｣と も訳 され,同 語根の語 が語構成 のレヴ,xル で反復 あるいは結合

される語法 である｡た とえばIIIyM IIIyMI3T｢ざ わ め きがざわ め く｣, AyMy JjyMaTb

｢思 い を思 う｣,rope ropbxoe｢苦 い苦 しみ｣な どがそれであ る(く わ しくは皿章 の

用例を見て いただきたい)｡狭 義 のfigura etymologicaは, live a lifeの よ うに動詞

が同語根の名詞を対格補語 にとるもの(｢内 的対格｣)の みをさ し(上 の例では二番 目,

皿章 の分類で は,2-1)《1))そ の 他の同語根 の語の反復(paregmenon)と 区 別す るが

[GONDA 1959:273;RANGE 1976-1977],こ こで はこの術語 を最広義 に用い,狭

義のfigura etymologicaとparegmenonの 双 方を 含む もの として扱 う｡狭 義 の

figura etymologi caは,印 欧語 にお いては 最 も普遍的 に見 いだ される基本的 な語根

反復の タイプではあるが,全 く異 なるタイプの語根反復 を他 の言語 による フォークロ

ァに見 いだす こと も稀ではないか らであ る｡語 根 反復 とい う文体論的現象を,歴 史

的 にで はな く,機 能 的側面か ら類型論的に考察 しようとす るな らば,狭 義 のfigura

etymologicaとparegmenonを 区 別す ることはむ しろ不適 当で あ る･

3.丘gura etymologicaと 一 般 的 手 法 と して の｢反 復｣

 丘gura etymologicaを,筆 者 は類義語反復,類 音語反復 などと共に,基 本的に統

辞論の レヴェルにおける｢反 復｣の 手法 と捉えた い｡こ の｢反 復｣の 手法 が,統 辞論
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の レヴェルばか りでな く,フ ォークロアのテキス トの いずれの レヴ ェルに もあ らわれ

うる もので あることは重要 である｡既 にSklovskijは, kudy-mudy(｢ど こへ?｣)と

い った音韻反復のたあの造語 と｢ロ ーランが三度石 を打つ｣と い ったモチー フの反復

に類比的な関係を見て いたが[SKLovsKIJ 1916b], figura etymologicaも,よ り一

般的には この｢反 復｣の 手法の体 系の中に組 み込 まれ るであ ろう｡

 と ころでモチーフの反復 とい う現象,あ るいは対句法 的なsyntaxの パ ラレ リズ ム

な どの技法 がほ とんど普遍的 にフォー クロアにあ らわれ[JAKOBSON l966],ま た そ

の方法 と類型は異 なるにせ よ,押 韻,よ り一 般的 には音韻反復が民謡,叙 事詩等の ジ

ャンル にはほとんど普遍 的にあ らわれ るの はなぜであろ うか｡Sklovskijは,こ こに

文学構成の一般的法則 を見 るのであ るが[SKLOVSKIJ l919b],し か し｢反 復｣が 文

学だ けでな く,美 術や音楽 の領域 にお いて も重要な役割 をはた して いることを考 え る

な ら,問 題 はより一般 的に,次 の ようにたて られ るだろ う｡す なわち芸術 の諸 ジャン

ルに,｢反 復｣が 基 本的な構成の手段 と して あらわれ るのは何故で あろうか｡お そ ら

くそ こでは｢反 復｣は,時 空間的な素材の人間的な組織化 と秩序 づけの最 も基本的な

手段 として機能 して いるのであろう｡音 楽 における反復 は,時 間の組織化 に対 して特

権的な機能 を持 って いると考え られ る し,民 話 や神話 にお ける類似のモチーフの反復

は,語 られ る ｢出 来事｣に ある種 の秩序 を もた らす｡Blackingに よれ ば,ヴ ェ ン

ダにおいて｢歌｣(uimba)を｢話 し言葉｣(u amba)か ら区別す るものは リズム･

パ ター ンの反復であ り[BLACKING 1973:27],ま たLevi‐Straussは,神 話 におけ

る類似 の エ ピソー ドの 反復 は,.神 話 の構造を 明示す る機能を持つ,ど 主張 している

[LEVI-STRAUSS l958:254]｡ま たLeroi-Gourhanが,先 史時代 におけ る入 間の

図示表現 が,形 を表現 した表徴で はな く,ま ず リズムを表現 した表徴か ら形づ くられ

て くる,と 指摘 して いることは興 味深 い 匹ERoI-GouRHAN 1964:265-266]｡

4.言 語活 動 にお け る二 つ の軸

 こ こでfigura etymologicaを も含 めた,統 辞論の レヴェル に見 られ る反復 を,よ

り一般 的な視野か ら考えてみ よう｡Saussureは 言 語活動を構成す る二つ の関係を明

らかに し,統 合関係(rapPort syntagmatique)と 連 合関係(rapPort associatif)と

名 づ けた｡前 者 は,一 般 的に記号素が言連鎖内で結 ぶ結合 関係であ り,後 者 は現在 で

はrapport paradigmatique(範 列 関係)と い う名称で よばれ ることの方が多 いが,

あ る記号素がなん らかの関連を持つ他の記号素 と話線 の外 で結ぶ 関係であ る｡た とえ

ば｢私 はあなたを愛 して いる｣と いう文 において この文 を構成 している言語単位が結

28?
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ぷ関係｢私=は=あ なた=を 二愛 し=て=い る｣は 統合関係であ り,｢私｣と い う単語 が

｢俺｣｢あ た し｣｢僕｣な どの代入可能な他の言語単位や,｢渡 し｣｢わ だ ち｣な どの類

音語 と結ぶ関係 は,そ れぞれ意味論的,音 韻論的 な レヴェルでの範列関係であ る｡印

欧語 において は,単 語 の屈折 によって もた らされ る一連の語形が重要な形態論的な範

列関係を構成 し,狭 義の範列関係 は,こ の形態論的 な範列関係のみをさす ことがあ る｡

いずれ に して も,統 合 関係 は,そ こで記号素 が結合 され る関係,後 者は記号素がそ こ

か ら選択 され る関係 とい うことができよ う｡

 と ころで,類 音反復,類 義語反復,figura etymologicaな どの手 法を考 えてみ るな ら

ば,そ れ らが いずれ も互 いに範列 関係 にある語 の結合 として捉え られ ることがわか る｡

た とえば ロシァ･フ ォー クロアに しば しば合成語 的にあ らわれ るTpaBa-MypaBa｢草

一 若草｣と いう語結合 は
,類 義語反復 と類音語反復をかねた語法 であ るが,通 常 の言語

活動においては選択 され るべき関係 にある要素が結合 され た ものということがで きる｡

またrope ropbxoe｢苦 い苦 しみ｣, uyMy皿yMaTb｢思 い を思 う｣と いったfigura

etymologicaも,一 種の同語反復 であ り,結 合 されてい る語 は,い ずれ も選 択される

べ き関係,す なわち範列関係にあ ることがわか る｡つ まりフォーク ロアにおける反復

の手法 は,全 く同一 の要素の反復で はな く,よ り厳密には差異 を伴 った反復,す なわ

ち範列関係 の統合関係へ の転移 としてあ らわれ るのであ る｡こ の原理 は,よ り下 位の

音韻論の レヴ ェル に もあて はま る｡た とえば押韻 という現象 は,範 列関係 としての音

韻論的規則性が統合関係 に投影 された ものと捉 えることができ る｡ま た逆 によ り上位

のプロ ットの レヴ ェルで の反復 も,同 様 に一種 の範列的規 則性 のプ ロッ トへの投影 と

考 えることがで きる｡た とえば民話のプ ロッ ト構成 においてモチー フの反復のために

しば しば用 い られ るのは,兄 弟,姉 妹 といった親族 関係 にお ける範列的秩序であ る･

さ らにLevi‐Straussの 神 話解釈 も,後 述す るように,神 話が元来 このよ うな統合 関

係に投影 された範列性 として構成 されて いることを前提 として いるとい って よい｡

 と ころで この ような範列関係 の統合軸 への投影とい う一般的原理を,詩 的言語の一

般的特性 と して見 いだ したのがJakobsonで あ った｡彼 は言語 の機能 を,発 話 を構成

す る六つの要 因によって六つに分類 し,詩 的機能 を,メ ッーL一ジそれ自身への言語の

志向 と規定 したうえで｢言 語の詩 的機能 は,等 価の原理 を選択 の軸か ら結合 の軸へ投

影す る｣と い う定式 を提 出 したのであ る[JAKOBSON l960]が,こ れは今 まで述べ

て きた フォー クロアにおけ る反復 の手法の一般的原理 に一致す るもので ある｡Ruwet

は,音 楽 における反復 の手法 を この公式によ って 解 釈 して お り[RUwET 1972]･

Levi‐Straussは,神 話的思考の 本質を この公式にみいだ して いる [LEVI-STRAUSS
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1962:197]｡Levi‐Strauss自 身が繰り返 し音楽と神話の共通性を強調していること

を想起するならば,一 般的に,範 列関係による統合関係の組織化という方法は,音 楽一

詩的言語一神話という三つの記号体系を貫 く一般原理ということができるか もしれな

い｡音 楽においてはこの原理はもっぱら記号の能記の側面にあらわれ,神 話において

は逆に所記の側面にあらわれるが,詩 的言語においてはこの原理は能記と所記の両側

面にあらわれることを考えるなら,こ の三者はシンメ トリカルな関係にある記号体系

ということができよう｡

5.言 語的 ブ リコラー ジュ と して の統合一 範列 関係 の転 換

 こ こで一般 的にフォークロアおよび神話の構成に,何 故 このような統 合一 範列関係

の転換 とい う手法 があ らわれ るのか,と いう問題を考 えてみ よ う｡Levi‐Straussは,

                         .                                          .

神話的思考の本質を,既 存の諸記号の再構成,す なわち要素の更新ではなく関係の変
 

換 に見てお り,そ れをあ りあわせの材料 を用 いてお こなわれ るbricolage(器 用 仕事)

に たとえて いる[LEVI-STRA.USS 1962:26-47]｡と こ ろで ここで フォーク ロアのテ

キス ト構成の方法を考 えてみるな らば,こ れ も言語的 レヴェルでの一種 のブ リコラー

ジュで ある,と いうことができよう｡フ ォー クロアの場合 も,個 人的創作 とは異 な り,

全 く新 しい造語や新 しい表現 を無か ら創造す ることは不可能で あり,創 作行為 の場 に

おいて既存 の語や表現の組合せ によ ってテキ ス トを構成 して いかな ければな らないか

らであ る｡こ の時 に要素の更新ではな く,関 係 の変 換によ って新 しい表現を生 みだそ

うとす るな らば,一様 々な レヴェルの記号素間 に変換 され るべ き関係 と して普遍的に存

在す るの は,既 に述べた統合一範列とい う直交す る二つの軸である｡す なわ ちこの二

つ の関係の(お そ らくは無意識的な)変 換が,言 語的な レヴ ェルでの ブ リコラージュ

の基本的 な方法 とな らざるをえない｡こ の視点 は既 にLevi‐Strauss自 身 によって示

唆されている[LEVI--STRAuss 1962:198]｡

 この よ うに見て くるな らば,プ ロッ トの反復 や対句法的なsyntaxの パ ラ レリズム

が,言 語 系統を問わず,フ ォークロアにかな り普遍的 に見 られ るのは,範 列関係の統

合 関係 への転移 というこの原理 が,プ ロ ットや統辞論 の レヴェルで は,言 語 の個別性

に拘束 されることな くあ らわれやす いか らであ る,と 考 え られ る｡

 これに対 して よ り下位の レヴ ェルで は,こ の原理の具体化 は様 々な形を とりうるで

あろ う｡た とえばわが 国の詩歌 に伝統 的な｢か けことば｣の 技法 も,同 音異義語 の重

ね あわせ とい う点か ら見 るなら,や は り範列関係の統合 関係へ の転移 と捉 え ることが

で きるが,こ の技法が,同 音異義語を多 く持つ,と いう日本語 その ものの言語的構造

289



国立民族学博物館研究報告  6巻2号

に由来す ることは明 らかであろ う｡同 様に言語 の音韻論的構造 は韻律 の構造 を強 く規

定す るはずで ある｡Jakobsonは,同 じス ラヴ語で はあ って も音韻の構造 が大 き く異

なる ロシア語 とチ ェコ語 が,そ の韻律の構造において も対応す る違いを示 しているこ

とを論 じて いる[JAKoBsoN l923]が,他 方語頭 にアクセ ン トを持つ古代 ゲル マン

語 とフ ィンラン ド語 が ともに詩 においては頭韻 を踏む,と いう類型論 的一致 も見 いだ

され るのである｡

 こ こで本稿の考察対象であ るfigura etymologicaに もどるなち ば,こ の語法が利

用す るのはも っぱ ら形態論的 な範列関係であ り,そ れ ゆえ 当該の言語 体系 に多様な形

態論的 な範列関係を潜在させて いる言語に この語法が あ らわれやすい,と い うことが

言 えよ う｡印 欧語 において この 条件 を満たすのは,現 代語 では 屈折性 の強いスラヴ

語派 とバル ト語派であ り, こ の語法 はロシア･フ ォークロアのみな らず,他 のス ラ

ヴ･フ ォークロアやバル ト･フ ォークロアに もあ らわれ る｡ま た屈折性 の強いギ リシ

ャ語,ラ テ ン語,サ ンス ク リッ ト語,ヴ ェーダ語な どの古代 印欧語 においてfigura

etymologicaは 重要 な文体論的技法 として発達 して いる[lvANov 1969]｡こ れ らの

言語 にあ らわれ るfigura etymologicaに は,ロ シア･フ ォークロアに見 られ るもの と

類型論的 に(場 合 によって は歴 史的に も)一 致 する ものが少 な くないのは当然で あるが,

この語法の存在その ものは,影 響 関係 によっては説明で きない｡figura etymologica

を詩 的語法 と して用 いるの は屈折的な印欧語 ばか りで はない｡膠 着的な フィンニヴゴ

ル諸語 のフォークロア にもこの 手 法 は広 汎 に用 い られ ている[AUSTERLITZ l958:

108-114;LAGERGR.ANTz l963:184;STEINITz 1976:41-46]｡こ の 平行的な現

象 は,影 響関係ではな く,む しろ手法 と しての 丘gura etymologicaの 背 後 にあ る

｢範 列一統合軸の転換｣と い う原理の普遍性を物語 る ものといえよ う｡た とえば フィ

ン=ウ ゴル系の フォーク ロアにあ らわれ るfigUra etymolOgiCaの 構 成 は,同 じ語

根反復 と言 って も 印欧語 のそれ とは全 く異 な るものが多 く,影 響 関係 で 説明す るこ

とは不可能で ある｡例 をあげるな ら,オ スチ ャーク･フ ォー クロアにおいて有力な

figu.ra etymologicaの タ イプは,所 有を示 す接尾辞 一〇ηを用 いて構i成されている｡

xu.,･ノ3〃ru≦xu [STEINITz  1976:42)《

｢男 の ロシア人の男｣

ρ9吻 苓｡P翅･'[STE･N･Tz l976･42]

｢底 の ある小舟の底｣

wet妬 ク2吻8〃kur [STEINITZ 1976:42]

｢五 本 の指の,指 のあ る足｣
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　 本稿は， 以上 のように ｆｉｇｕｒａ　ｅｔｙｒｒｉｏｌｏｇｉｃａ を範 列一統合軸の転換 という原理 のひ

とつの具体的 なあらわれ と捉 える ものであ り，その諸類型 を提示す ることによ って，

この仮説を確認 しようとす るものである。

∬． ｆｉｇｕｒａ　ｅｔｙｍ ｏｌｏｇｉｃａ の 類 型

　 ロシア ・フォーク ロアにおける ｆｉｇｕｒａ　ｅｔｙｍｏｌｏｇｉｃａの手法 はきわ めて多様 であ り，

様 々な類型を作 りだ して いる。本稿で はこれ らの手法 を便宜 的に大 き く二つに分類す

る。すなわち文 の レヴェル にあ らわれ る もの と，句の レヴ ェルにあ らわれ るものであ

る。 そのそれぞれは， さ らにい くつか の下位 レヴェルの類型に分 け られるが， 分類

その ものに大きな理 論的意味 はない。 目的 はロシア ・フォークロア におけ る ｆｉｇｕｒａ

ｅｔｙｒｎｏｌｏｇｉｃａ形成 の文法的手段の多様性を示す ことと，他の諸言語 における平行的な

例 との比較を可能にする ことで ある。

１． 文 の レ ヴ ェル に お け る 丘ｇｕｒａ　ｅｔｙｍｏｌｏｇｉｃａ

１）　並列複文に同語根の語があらわれるもの

例 １ ECTb  H  opa.4o,  Ja  Hegern opamb.  [KRAVCOV  1971: 68]

「鋤 はあ って も耕す ものがない」 （諺）

例 ２ Âçÿë  òîïîð-âîçüìè è  òîïîðèèóå.  {DëòÃ 1862:  134]

「斧を とるな ら，釜 の柄．もとれ」 〈諺）

例 ３  Ïîäóìàåøü-ãîðå  ; à  ðàçäóìàåøü-âëàñòü Ãîñïîäíÿ.  [  ]  Àò  1862: 

140]

「ちょっと考えれば不幸だが，よく考えれば神様の御心」（諺）

例 ４ Íåâèííî âèíî, à âèíîâàòî ïüÿíñòâî.  [ÂÀÑ' 1862: 890]

「酒が悪 いん じゃない，酔 っぱ らうのが悪いんだ」 （諺）

例 ５ Äîìà íåò,  äîìîâèùå áóäåò.  [Åëò' 1862:  293]

「家はなくても棺 はできる」（諺）

２）　 同じ語根を含む名詞句と動詞句が主述関係を結ぶもの

　（１） 同語根の名詞と動詞が結合するもの

例 ６ Ñêîðî ñêàçêà ñêàçûâàåòñÿ, äà íå ñêîðî äåëî äåëàåòñÿ.  [Zèêîó 
 1966:419]

「物語はす ぐに語れるけれど，仕事 はす ぐにはかたつかない」（諺）

２９１
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 仔唖7  3eoKUnu 380KSI B HoBropoAe.･･･…  [F弓,馬  1959:Il6]

     ｢ノ ヴ ゴロ ドに(鐘 の)音 が響いた……｣(叙 情歌)

 例8 LITO He 30JIoTa兄 塑 ッの2〃κα800〃 四ワ6娚 α…… [KRAvcov l971:249]

     ｢黄 金 の ラッパが鳴 り響 いたので はな く……｣(歴 史歌謡)

 同 様 の語法 は12世 紀の古代 ロシア叙事詩 『イーゴ リ軍記』(C沼08001z5〃 くソ〃zopean･)

に既 にあ らわれてい る｡

                             り  V

     mpy6bc mpy6srmb:.HoBち･rpaム ち…… [ClzEvsKA l966:354]

     ｢ノ ヴ ゴ ロ ドにラ ッパ は響 きわた り……｣

 例9 He伽 粥δBnose泌 躍4〃 …… [KRAvcov 1971:254]

     ｢野 原 にはほこりが立 って いるのではな い……｣(歴 史歌謡)

 例10 Boux 80K)em, a)KeHa roploeT.[KRaVCOV 1971:66]

     ｢戦 士 は戦い,妻 は悲 しむ｣(諺)

 例71 A茸He硯 ソ泥 姥y泥4〃, He apoaz 2アθ泥π〃･･…･ [AsTAcHovA 1951:636]

     ｢あ あ,ざ わめきが ざわめいているので も,ど よめきがどよめいて いるので

     もな い……｣(叙 事詩)

 例12 Ceam-oT oθごz〃2ごz沼oπ, Aa nopacxBacTa孤c分 ……  [PRoPP  1961:253]

     ｢仲 人 が媒酌 して 自分で 自慢 した……｣(叙 情歌)

 例13 ,Seaym 68ζソκ望〃κπ､ peaymア6塗yκ%4κ 〃……  [JAKoBsoN  1979:331]

     ｢走 り屋が走 り,叫 び屋が叫ぶ… …｣(謎 々)

 例14 Xopo田02ア8吻 う4 Zpe6ym… … [KRAvcov l971:256]

     ｢上 手 にこぎ手た ちはこ ぐ……｣(歴 史歌謡)

 例75 Hs xebec xie ryr Ao6pbixx)mKH双a 24β034σ 傷 〃…… [KRAvcov 1971:

     163]

     ｢す る とそこで空か ら ドブル イニ ャに声が語 る……｣(叙 事詩)

                       ソ

 例16 Bop aopyem, a MHp ropK)eT. [ZuKov  I 966:86]

     ｢ど ろ ぼうが盗めば,世 間は苦 しむ｣(諺)

 例17 μ4アπAa 40P`翅 の〃o〃no岬 アαη6ごz溜……  [EVGEN'EVA 1963:118]

     ｢皇 帝 たちは王国をお さめている……｣(叙 事詩)
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 例t8 1(y3κ θ彰B茂 ソ3κπ傷8 Ky81tZ… …  [EVGEN,EVA 1963:118]

     ｢鍛 治 屋は鍛 治場 で鍛えてい る……｣(叙 事 詩)

 ウク ライナ民謡に も同様の構文が見 られ る｡

    1ω8侃 ろκyG,3aπi3a xeMaE [VOVCOK 1979:179]

     ｢鍛 治 屋 は鍛え るけれども,鉄 がない……｣

 リ トアニア民謡に も同様の構文が見 られ る｡
           コ                                              v                        コ

    Ant tos§akelesん α108伽ゴ加1α…… [CIURLIONYTE 1955:420]

     ｢そ の 小枝の上で鍛治屋が鍛え る……｣

 例19 ELue Aexb 3a Aexb Be刀/b K8K H ∂oρ紹∂b ∂ooκ∂um… …  [EVGEN'EvA

    1963:121]

     ｢さ らに雨が降 るよ うに日一 日と過 ぎて ゆぎ･･…｣(叙 事 詩)

 この語法 は現代 ロシア語では普通用 い られず,｣(O]K,II,b HAeTの よ うに動詞HATK

を 用 い るか,双0》K双HTbの み を無人称的に用 い るのが普通で ある｡こ れに相当す る リ

トアニア語 のlietus lyjaは 口語で用い られ,民 謡 において も次のよ うな例が見 られ

る｡                   ･

    Oi lyja lietus per paδius pietus… …  [CIURLIONYTE l955:237]

     ｢お お,ち ょうど正午に雨 が降 る……｣

 例20 PTO c Beqepa nopocuaπcアo既 π〃z… …  [EvGEN,EvA 1963:124]

     ｢晩 か ら初雪が降 った……｣(叙 情歌)

 例21 Ha Rsope y》K caem ceemaem… … [EvGEN'EvA 1963:127]

     ｢家 の外 にはもう(朝 の)光 が さ して……｣(叙 情歌)

 双o}K双b,11,011CANT(雨 が 降る)と 同様, cBeT cBeTaeT(朝 の 光が さす)は,ニ ュー

トラルな発話状況で は用 い られず,動 詞のみを無人称的に用 いて表現 され るのが普通

である｡

 例22 3apx 3角ρ8θ04σ, no gepxsH xo双Kπa, K丑K)qK o6poHH･πa･…･･ [EvGEN'EVA

    1963:125]

     ｢朝 焼 けが燃 えあが り,教 会 を歩 きまわ り,鍵 をおと した……｣ (謎 々)

    (答  ｢露｣)

 同 様 の構文 はブルガ リア民謡 にも見 いだ され る｡
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     OTKaK ce e, MHπa MOA MaHKOπe,3qoβsasopu.20… …[RoMANsKA

     1963:124]

     ｢い と しい私の おか あさん,朝 が明けてか ら……｣

 リ トアニア民謡 に同様 の構文が見 られ る｡

    Ausrele auso [BALYs 1955:刀

     ｢夜 明 けが明 けようと していた……｣

 例23 Aopem-To B no朋 ρα〃砿 …… [KRAvGov 1971:154]

     ｢畑 で農夫 は耕 して いる……｣(叙 事詩)

 同 様 の意味の語法 は異 なる語根を用いて も形成 され る｡

    no noπHM Aa naxapu naucym･…･･ [RYBNIKOV  I 910:96]

     ｢畑 で耕作者た ちが耕 してい る……｣(叙 事詩)

 例24 Bexynu 8〃2アう`no noハK). [Day,' ::1:336]

     ｢野原 を風 が吹 いた｣(叙 情歌)

 同 様 の語 法を ウク ライナ･フ ォークロアに も見 いだす ことができる｡

     Biroma eimpu, a iroma 6yHxi･･･…  [PxavDJuxa  1964:49]

     ｢風 が 吹 く,荒 々 しい(風 が)吹 く……｣

 同 様の構文 を ラップ･フ ォークロア に見 いだす ことがで きる｡

     pie･GkA pies･ka [LAGERCRANTZ  l 963:184]
     <<             》

     ｢風 が 吹 く｣

 例25 z多θ8泥πBnose z多θ8〃zπκμ, Aa no6訂eK刀H… …  [PRoPP  1961:153]

     ｢野 原 に小 さな花 が咲 き,そ して しぼんだ……｣(叙 情歌)

 リ トアニ ア民謡 に同様の次の よ うな構文が見 られ る｡
         v            v      ロ                    ソ                         

     Pi｢mas ziedas zydejo● ●".● [CIURLIONYTE  l955:150]

     ｢最 初 の 花 が 咲 い た … …｣

 ラ トビ ア 民 謡 で は 同 様 の 内 容 が,同 語 根 の 動 詞 と 対 格 補 語(2-1)一(1))に よ っ て 表

現 さ れ る｡

     Zied zemite zilis ziedis__ [JANsoNs I970:74]

     ｢小 さ な地 面 が 青 い 花 を 咲 か せ る … …｣

 {列26 π α泥πMbl, oκのz髭, oκごz泥π,〃ooκ あκα2π,-｣耀 κθπMo丑 〇八hle… …  CPROpP
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    1961二99]

     ｢私 た ちは刈 り取 った,刈 り取 った,刈 り取 った,収 穫 した一 若 い刈取人

    (の私 たち)は ……｣(収 穫 の儀礼歌)

同 様の語法 は,ウ クライナおよびチ ェコ民謡に も見 られる｡

   oK Ha ropi Taπ8κ40κ 尾ソ〃2b･…･･ [PRAVDJUKA  1964:20]

   ｢お お丘 の上 では刈手 た ちが刈 る……｣

    V      ロ       v                                 v

   Zazinaj,之 α之z鰐, bude首dobra之 砒 α･･…･[KRAvcov 1976:59]

   ｢刈 り取 れ,刈 り取れ,お まえはよい刈手になるだろ う……｣

同 様の語法は,リ トアニア民謡 にも見 られ る｡

       り                                     コ                      V                              の

   Pεoη8μoη6,Piove Piave piovejeles… …  [CIuRLIoNYTE 1955:113]

   ｢刈 っ た,刈 った,刈 り手 た ち は 刈 った,刈 り取 り ま し た … …｣

  (2)動 詞 の主語が同語根の形容詞によって修飾 される もの

 例27 Ceemu〃Z o8〃z朗Mec兄U… …  [IvANov  1953:342]

    ｢明 るい月 が輝 く……｣(叙 情歌)

 例28 望弓ρ紀oπ 孤〇八〇qlくa oHa 3α望弓oκa¢αoメz……  [EvGEN'EvA 1963:131]

    ｢黒 い小舟 が黒 みだ した……｣(叙 情歌)

 例29 He 6%ゐ`cxerx B none 3α63%凱 帆 …… [KRAvcov l971:250]

    ｢白 い雪が野 に白み は じめたので はな い……｣(歴 史歌 謡)

 ウ クライナ民謡 に も同様 の語法が見いだされ る｡

    Ta 3α6功 乙尼〃cxirH,3α6∫ ノz∫4z乙6功∫……  [PRAvDJuKA  l964:29]

    ｢雪 が 白みは じめた,白 い(雪 が)白 みは じめた……｣

 例30 (;upomamb 6y双yT cupo〃ZJIbl Ma｣lbl双eTymKH… …  [EVGEN'EvA  1963:

    136]

    ｢親 の ない小 さな子供たちは孤児 とな るだ ろう……｣(泣 き歌)

 次 の 例のよ うに,主 語が さらに同語根の形容詞に よって修飾 されて いる例 も見 いだ

す ことがで きる｡

 例31AHe〃2θ 濯κ配θπH〃 θ泥8κ〃3α 〃θ那だθ｣2u……[EvGEN,EvA 1963:245]

    ｢暗 い闇 が暗 くな ったので はない……｣(叙 事詩)

 例32 He聖 ρκα刃喫ρκμz{α3α%弓gκ8協60メz……  [PRopp l961:459]

    ｢黒 い コケモモが黒 く見えてきたので はない……｣(叙 情歌)
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  (3)名 詞 が同語根の動詞の受動分詞 と結合す るもの

 サ ンス ク リッ トにtapyate tapah｢苦 行 が修 せ られ る｣な どの例が見 られるが,ロ

シア･フ ォー クロアにも しば しば見 いだされ る｡

例33 Pacnaxaxa tuaeAcxaRだ β〃μπ…… [KRAVCOV l 971:252]

   ｢ス ウ ェーデンの耕地はす っか り耕や された……｣(歴 史歌謡)

 再帰動 詞を用 いたこの タイフ.のfigura etymologicaは,次 に述べ る同語根 の動詞

と対格補語 によって構成 され るfigura ctymologicaを 変 形 した もの ということがで

きる｡上 にあげた例 は,た とえばf)α 碗α姥y4うsz nacuexKy･･…｢私 は耕地を耕そ う

一･･｣(叙 情 歌)[DAL'1882:25]の タイプのfigura etymologicaを 受 動分詞によ

って受動文 に変形 した もので ある｡

2.句 の レ ヴ ェル に お け るfigura etymologica

 1) 動 詞 句 にあらわれ るfigura etymologica

  (1)同 語 根の動詞 と対格補語によ って構成 され るfigura etymologica

 これ は動詞がいわゆ る内的対格 とよばれ る 同族 目的語(cognate object)と 結 合す

る語法で,印 欧語 一般 にきわ めて広 く見 いだされ る｡ロ シア･フ ォークロアにおける

このタイプのfigura etymologicaは,現 在で も他 のス ラヴ語,お よびバル ト語のフ

ォークロアに多 くの並行的 な例を持 ってお り,歴 史的に は印欧語 その ものの統辞論の

構造 に由来す ると考え られ る｡例 えば ヒ ッタ イ ト語kupiyatin kup-(｢計 画 を計画す

る｣),ギ リシャ語 μdxηレ,uaXeQ6ai(｢戦 闘 を闘う｣)の 例 のよ うに,こ の 語 法 は 古

代印欧語 に はしば しば 見 られ た[高 津 1954:202;GoNDA l959:273-284;辻

1974:269]｡上 述 のよ うに狭義のfigura etymologicaは,こ のタイプの構文のみを

さすが,口 承文芸における詩的手法の一般 的体系の中で,こ の語法 をと らえ ようとす

る時 には,こ の定義は不適 当な ものに思 われる｡詩 的手法 としての語根反復 は印欧語

のフォークロアにのみ見 られ るものではないか らで ある｡

                        V

 例34 π 〃3κゐ尾ρoππ〃6-He nose    VnepeKTH･ [ZuKov  1966:149]

    ｢一 生 を生 き ることは畑を横切 るよ うにはいかぬ｣(諺)   ..

 同様 の構文 はラテ ン語 のVltam VIVereを は じめ印欧語 だけで な く,ハ ンガ リー語

のeletet elniな ど フィン=ウ ゴル諸語 に も広 く認め られ る[FoKos l 932:70-71]｡

 例35 κo茄 ∫6θ%κ02う ∠〃α〃Z…… [KRAvcov 1971:261]

    ｢彼 らはゆ りか ごをゆす る……｣(バ ラー ド)
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 例36 AcnoπyHouH, ropK)nla,δly尾 ソ δly〃ακ1…… [KRAvcov 1971:44]

    ｢不 幸 な私 は真夜中か ら思 いを思 う……｣(泣 き歌)

 この タイプの構文 は古代 ロシア語 に も既 にあ らわれて いる｡

    … …,3諏yδ り尾ソ《iり泥ακり㎎πκ5. [SREZNEVSKIJ l893:743]

    ｢… …悪 しき思 いを思 う者 たちを｣

 古代 ロシア語で はこの構文 は,主 語 が 造格補語 双yMOIOを と るのがよ り一般的で

あ った[SREzNEvsKIJ 1893:743]｡ま た ロシア･フ ォーク ロアにお いて も造格補語

AyMOK)を 用 いた構文 は,こ こにあげた対格補a ltyMyを 用 いた構文 と並行 して見 い

だされ る(2-1)一(2)参 照)｡

 同 様 の構文 はまた リトアニアおよびラ トビア民謡に もあ らわれ る｡

    Dumele dumojau･･･…  RANGE 1977:287]

    ｢私 は ささやか な思 いを思､った……｣

    Vienas duomas duomajam… … [ENDZELINS 1951:577]

    ｢私 た ちは同 じ思 いを思 ってい る……｣

 ラ トビア語のduoma,リ トアニア語 のdumaは,ス ラヴ語*dumaか らの借用語

と推定 されている[FAsMER 1964:552]が,こ の構文その ものは借用で はな く,お

そ らく類型論的一致 であろ う｡

 例37 (.v∂6り7α6¢y3κπ8αθ醒, H pπ∂bl paspxaicuaaem… … [KRAvcov l971:

    232]

    r裁 きを よ く一よ一く裁き,一 ことをあれ これ決あで……｣(歴 史歌謡)

 同 様の語法 は古代 ロシア語に既に見 る ことがで きる｡

    … …,HるnpaBeAxbtHく ソ∂a¢ソ∂ume. [SREZNEVSKIJ､1906:598]

    ｢… … だが,正 しい裁 きを裁 け｡｣

 さ らに他 の印欧語 にお いて も,古 代 アイル ラ ン ド語berid breth,ヒ ッ タ イ ト語

bane§ §ar hanna-(Kronasserに よれ ばセ ム語族のア ッカ ド語dinam danuの 借 用)

等 の語法(い ずれ も意味 は｢裁 きを裁 く｣)の 例が報告 されている[IVANov l969:

43-44]o

 例38 〃oo〃 π〃OHH泥oo〃 う'Ka朋HoBbl[KRAvcov 1971:197]

    ｢彼 らはカ リーナの橋 をか ける……｣(叙 事詩)

 ウク ライナ民謡に も同様 の構文 が見 いだ され る｡

    qepe3 TI plqKH濯oo〃zRmv.niocmu,ノ%oo〃tsrmb roc〃au Aa Bci ro丑oBKaMH

    ･･･…  [MAKSIMOVIC 1834:116]
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     ｢彼 らはその川 に橋 をか ける,川 とい う川 に人 の頭で橋をか ける……｣

 同 様の表現 は 『イーゴ リ軍記』 に既 に見 いだ され る｡

                       ワ   v

    HaqHmH.,uoc〃Zbl〃oo〃2π 〃4… …  [(alZEV$KA  1966:210]

     ｢彼 ら は橋をかけは じめた… …｣

 例39 Aa v∂spume eMy∂apat ltparouexxbie [KRAVCOV 1971:173｣

     ｢そ して彼に高価 な贈 り物 を贈 るが いい｣(叙 事詩)

 同様 の表現 は リトアニア民謡 に も見 いだ され る｡

    Ir dovaneles Jam dovanosiu RANGE 1977:283]

     ｢そ して ささやかな贈 り物 を私 は彼 に贈 りま しょう｣

 例40 KasaxH-To HM 3aZa∂Ky saza∂ α泥μ [KRAvcov l971:84]

     ｢そ の コサ ックた ちは彼 らに謎 をか けた｣(叙 情歌)

 リ トアニア民謡 に同様の表現が見いだされる｡

    zノ芝擢ゼπ∫ゴzごtauηzl8♂6♂¢ [RANGE  l 977:286]

     ｢お まえ に小 さな謎 をかけてやろ う｣

 例41 E》Ke∬H Tbl 600晩yπ π〃δMHe o4y鋸4y… …  [KRAvcov l971:ll9]

     ｢も し もお まえが私のつとめをつ とあて くれ るな ら……｣(民 話)

 例42 Rseκo%πBulaTpaxκo紹8α 沼…… [Kxavaov 1971:111]

     ｢二 晩 を天幕の中です ごした……｣(民 話)

 ウ ク ライナ民謡,白 ロシア民謡に も次のよ うな並行的な語 法が見 いだせ る｡

    Hoytソ 彦,κo乾y彦, M量rV]rl M田IeHbKK最, i 1･ .κ角8κ6尾ソo双Hy… …  [PRAVDJUKA

    1964:156]

     ｢す ご しなさい,す ごしな さい,私 のいと しい人 よ,家 で一晩 を……｣
                                   v

    雌MHa HoqKa, napa cnagb, HeT 3 KiMκo曜 κ∫κ碗 β8α妙.[CISCANKI 1978:

    95]

     ｢暗 い夜,眠 りにつ く時だ｡で も共 に夜をす ごす人がいない｣

 同 様の表現 は,既 に古代 ロシア語 にも見いだされる｡

    TpH hou4u κo%θ8α〃ごz :.HもMeロKoH seM,nH… …  [SREZNEVSKIJ l902:

    469]

     ｢彼 らは三 晩をゲル マ ンの地です ごした……｣
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 このような並行 例か ら,こ の語法 は東 スラヴ･フ ォーク ロアに共通の ものであ るこ

とがわか るが,南 スラヴにおいてもセル ビア叙事詩に次 のような例 が見 いだ され る｡

                               v  v

    ∂ax∂axunu, AB'eκo勉 κo勉 泥μ…… [MI肌oslc l895:15]

     ｢彼 らは一 日をす ごし,二 晩 を重ねた……｣

 例43 KaK 3π魂y 3π〃oθo醒6 P KaK memo 2ε溺08α椛6 P [KRAvcov l971:82]

     ｢ど うやρて冬を圭 こそ うか?,ど うや って夏 をす ごそ うか?｣(謎 々)

 セ ル ビア叙事詩 に次 のような並行例 が見 られ る｡

                            v  v

    MH rlije heMo鋤 〃08α〃π3π 呪y[MIKLOSIC 1895:15]

     ｢我 らはどこで冬をす ごそ うか｣

 例44 He Mor 6bl pa660>KH魅cpa60H 60xcHeH HKδly瀦6∠ 〃oδly濯α規う, HH泥 δ∠`4μ

    〃o泥占∠o｣尼4〃δ, HH 6334π ∂ a3znAhymb, HK 6ece∂bl 6ece∂oea〃2b.

     [KRAvcov l971:57]

     ｢神 の しもべ は神の しもべ と思 いを思 うことも,考 えを考え ることも,ま な

     ざ しをまなざす ことも,語 らいを語 る こと もで きぬであろ う｣(恋 情を断ち

     切 る呪文)

     同様 の語法が再 びセル ビア叙事詩 に見出せ る｡
                                 v  v

    伽 卿 灘o親,cse xa jeAxoω ∫卿 〃一･[MIKLOSIC 1895:15]

     ｢考 え を考 え,い つ も同 じことを思 うだ ろう……｣

 例45 JlyqHle Toro〃80κ μηoκ)〃, Paszoeopsc Zoeopsrm･･一 [KRAVCOV 1971:

     256]

     ｢そ れ より も上手 に歌を歌 い,語 らいを語 っている……｣(歴 史歌謡)

 neTb necxx)と 同様 の表現 は リ トアニア民謡 に も見 いだせ る｡

     A§liudnas dainaaau dainales [R.ANGE  1977=282]

     ｢私 は悲 しい歌 を歌 った……｣

例46 ･Mbl翅 〃μ〃8泥npoMexc co60H sanucu Be朋KHH… … [Kxavcov 1971=

   i92]

    ｢我 ら は お 互 い に 大 い な る文 書 を 書 き か わ そ う … …｣(叙 事 詩)

例47 AC〃ape.｣〃 メz〃z R C〃zpe｣40望 κソKa･πeHyK)… …[EvGEN'EVA  1963:148]

    ｢そ し て 私 は 鋼 の 矢 を 射 た … …｣(叙 事 詩)
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例48 1700δ`〃z8〃z-To co6aKa Ka冴HH uapbηoo｣尼 ακκπ故z･･･… [EvGEN'EvA 1963:

    149]

    ｢犬 の カ リン王 はつか いをつかわ した… …｣(叙 事詩)

例49 分BaM cxasxu oκαo糀ソ……  [EVGEN'EVA  l963:158]

    ｢私 はおまえたちにはな しを はなそ う｣(叙 事詩)

グ レベ ン･コ サ ックの 民謡 に取材 した レールモ ン トフ(Lermontov 1814-1841)

の 詩｢コ サ ッ ク の 子 守 歌｣《Ka3aq団KO｣lb16e｣lbHaSi nec朋 》 に 同 様 の 構 文 が 見 られ

る｡

    CTaHy CKQ3blBlllllb R CKLI3Kll

     ｢私 は お は な しを は な し て あ げ る こ と に し ま し ょ う … …｣

 例50AHeepy aepyecub Tbl 6ycypMaHcKyK)… …[EvGEN'EvA l963:161]

     ｢だ が お ま え は 異 教 の 信 仰 を 信 じて い る … …｣(叙 事 詩)

次の例 のように,対 格補語 がさ らに同語根の形容 詞によ って修飾 されてい る例 も見

いだす ことができる｡

 例51 Bo3勿 θ溺θ｣尼40HH 2po〃 ゐ6ε]go泥κπθ……  [EvGEN'EvA  l 963:245]

     ｢彼 らはとどろ くとどろきを とどろかせた……｣(叙 情歌)

 例52 Ra Tbl∂ 躍 α彦∂認o noBe.πeHoe… …  [EvGEN'EvA  1963:1661

     ｢お ま えは命 じられた仕事 をす るがよい｣(叙 事詩)

 例53 Bbl｣9α601π 砿 〃θKpecTbHHcKyK)､pa60mycuxy… … [KRAvcov l 971:46]

     ｢お ま えたちは農夫の仕事 をす るが いい……｣(泣 き歌)

 同 様 の表現は,リ トアニア民謡に も見 られ る｡

    Dirbau darbeli be poilselio･･･… [RANGE 1976-1977:282]

     ｢私 は休 みな く仕事を した……｣

 サ ンス ク リッ トに も同様の語法が見 いだされ る｡

    sarvam kdrim akarsam [辻 1974:269]

     ｢私 はすべての仕事を した｣

 オ スチャーク･フ ォーク ロアにも同様の語法 が見 られ る｡

    k混§gηxu luw zverlO zverlO [STEINITz 1976:4･5]        く v

     ｢すべての男が仕事をする｣
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 例54 110exa.nH nxposaTb, a npH田 刀ocl･Zope zopeea〃Zb. [EvGEN'EvA  1963:

    167]

    ｢酒 盛 り に で か け た ら,不 幸 を 嘆 く羽 目 に な っ た｣(諺)

 同 様 の 語 法 は リ トア ニ ア,ラ ト ビ ア 民 謡 に も 見 られ る｡

                     V

    Kuris paprates 7伽g8`μ αγgだ,1忌m､az丙 μdieneliu Ant svetimu rankeliu.
     v

    fCIURLIONYTE 1955:1651

    ｢悲 しみを嘆 くのに,慣 れて いる人 は,小 さい頃か ら,他 入の 中｣

    beds manu bedu![ENDz肌INS l951:577]

    ｢私 の悲 しみを嘆 いて くれ!｣

  (2)同 語 根 の動詞 と造格補語 によ って構成 され るfigura etymologica

 この タイプの構文 は,他 の印欧語 にお いて は,対 格補語を用いたfigura etymologica

ほ ど は見出されないが,た とえばギ リシ ャ語 においては,与 格 を具格的 に用 いた次 の

ような構文がそれに相 当するといえ る｡

    伽dλ ∈70λひγρφ δλ6θρg [高津 1960:281]

    ｢呪 わ しい破 滅で破滅 した｣(ホ メーロス 『オデ ュッセイアー』,3-87)

 な お教会 スラヴ語の新約聖書の翻訳 にお いて は,こ の タイプのギ リシャ語 のfigura

etymologicaは,造 格補語 を用いて表現 され るのが普通であ る｡た とえばOstromir

福 音書 において は次の ような対応が見 られ る｡
                              ノ

    NA7,NAMENAFrG1,藍O陀撚 ¢1LMhρTH略 κOT霊4ILE OYMρ 竃T開.:Trocw eavaTwガ μ∈λλξレ

    dπ･BvpdX∈`レ

    ｢ど の よ うな死 で死ぬ ことを望むかを示そ うとして｣ (ヨ ハ ネによる福音書

    18章32節)

 例55 06a 6paTa cnstm KpenKHMご κo〃･一 [KRAvcov 1971:101]

    ｢2人 の 兄弟は,深 い眠 りを眠 っている……｣(民 話)

 リ トアニ ア民謡 は,同 様の同義語反復を対格補語を用 いた語法(2-1)一(1))で 表 現

して いる｡

    Naktl miega miegojau [RANGE 1976-1977:286]

    ｢夜 に私 は眠 りを眠 った｣

 例56 caM caucmtcy.n Mo諏o双e皿KyMπoc8πc〃 τo溺･･…･ [KRAvGov  l 971:49]

    ｢彼 は 自分で若者 らしい口笛を吹いた……｣(叙 情歌)
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 {列57 PyCCKOH IくOCKH o2ゐ`κo那 6bl｣IO He c/z6`κα〃2b K au∂o〃 He au∂amb,

    [Kxavcov  1971:99]

     ｢ロ シア人 の骨 は耳 に聞 いた ことも,目 に見た こと もない｣(民 話)

 例58 Xo∂um AOM xo∂1ソκo濯Ha cTO,n6e 30｣loToM, []Kxavcov 1971:81]

     ｢黄 金 の柱 の上 で,家 が ゆらゆ ら動 いて いる｣(謎 々)(答 一｢ラ イ麦｣)

例59 〃020κo溜 一To 3σπ020κ 伽 π･…･･[KRAvcov l971:29]

     ｢彼 らは(私 を)と りこにとらえた……｣(花 嫁 の泣 き歌)

 例60 He cMeπ 一To R {更ソ嘱ソ〃κo彦 πoδ1ソ〃σ〃〃, He cMeπ 一To R 〃配α〃メz濯〃

    1zo瀦う``泥π〃zπ……  [EvGEN'EvA 1963:181]

     ｢思 い を思 うこともで きず,考 えを考 え ることもで きなか った… …｣ (叙情

     歌)
                                               ､

既 に述べた ように,語 根AyM-, MblC｣lb一 を用 いた 丘gura etymologicaは,古 代 ロ

シア語 にお いて はこの例 のように,造 格補語 を用 いて形成 され るほ うが普通であ った｡

『イーゴ リ軍記』 における次の例は,同 じ二つの語 根を同様の構文 に用いている｡

    Yee HaMb CBOKXb MIIJIblX'b,πa双るHK〃 ゐκ4〃κ)0乃〃配魏〃〃π, HH◎ ソ濯0κ》
               ソ   v

     cvay.niamu･･･…  [CIZEVSxa  1966:136]

     ｢す で に我 らはおのが いとしい妻を思 いで思い,考 えで考 える こ と もで き

     ぬ ……｣

 例61 170∂尾ρμ4HX no∂ごzpκα〃πBe･朋1〈HMa･･…･ [EvGEN'EvA  l 963:183]

     ｢彼 らに(ウ ラジー ミル は)た くさんのほうびをや った……｣(叙 事詩)

 例62 AHe sxafo, rRe qypH･πa K謝oμ 〃z68〃 3κ〃8θ〃……  [EvGEN'EvA  1963:

     186]

     ｢だ が知 らな いのだ,ど こでチ ュ リー ラが く ら しを い と な ん で い るの か

     を … …｣(叙 事 詩)

 例63 CaMbiア880濯peeym Aa 60raTblpcKHM… …  [EvGEN'EvA 1963:186]

     ｢彼 らは自 ら豪傑のおたけびを あげ る･･…･｣(叙 事 詩)

  (3)動 詞 の補語 を同語根の形容詞 が修飾す るもの

 例64 06α ワo〃 〃20α らgo〃κ6∫x Ma｣lblX AeTHruex… … [KRAVCOV 1971:39]

     ｢親 の ない小 さな子供た ちは孤児 とな った……｣(泣 き歌)
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  (4)動 詞 を同語根 の前 置詞句が副詞的に修飾 する もの

 例65 EpMaK rosopHT, KaK 8〃 ηツのノrrtpy6u〃Z… …  [KRAVCOV  1971:242]

     ｢エ ル マークは ラッパを吹 くような声で語 る……｣(歴 史歌謡)

 例66 HaM KQ 86〃z29θ%θAa He 80〃2ア8槻〃zucsz…… [EvGEN'EvA l963:210]

     ｢我 らは出会 いで出会 うこともで きぬ……｣(叙 情歌)

 例67 RcaMa B 20cmu 300〃2π〃z… …  [EvGEN'EvA  1963:206]

     ｢私 は 自分 か らお客に行 ったわ……｣(叙 情歌)

 (5)動 詞 を同語 根の副詞が修飾す る もの

  i 動 詞 が,同 じ語根か ら接頭辞に よって派生 した副詞 と結合 す るもの

例68 Hanuncsz BacHJIH負Byc丑aeBHq∂onbsrxa… … [KRAvcov 1971:206]

    ｢ワ シー リイ･ブ スラエヴィチは酔 っ払 うほどに酔 いつぶれた……｣ (叙事

   詩)

例6g Hκ α80仰 既 ン6bl He 80膨 ア8%α泥〃`δ…… [KRAvcov 1971:57]

    ｢そ して(二 人 が)ゆ きあってであ うことはなかろ う……｣ (恋情 を断ち切

   る呪 文｣

  ii 動 詞 が,同 語根 の形容詞か ら派生 した副詞 と結合す る もの

例70 分6enoπHκ α68ππ〃ππ……  [EvGEN,EvA  1963:224]

    ｢私 は 白 くお しろいをぬ った……｣(叙 情歌)

例71 3eoxKo 380κメz〃BHosropoAe･…･･ [EvGEN'EVA 1963:225]

    ｢ノ ヴ ゴロ ドで高 らか に(鐘 の)音 が響 く……｣(叙 情歌)

  iii動 詞 が同 じ語根 か ら接尾辞 一MA(-Ma)に よ って派生 した副詞 と結合す るも

    の

    この 接尾辞 は,古 い双数形造格語尾に由来 す るものと考 え られ るが,も っ

    ぱ ら同語根 の動詞を修飾す るためにのみ用 い られる｡

例72 0H cu∂8協cu∂MQ poBHo TpHムuaTb,πeT… …  [EvGEN'EvA 1963: 198]

    ｢彼(イ ワン雷帝)は ち ょうど30年 の間(王 座 に)す わ りにすわ って いた……｣

   (歴史 歌謡)

例73 HBe･πe･πrpa6xHgy lie,naTb KaMeHHyK), qTo6bl双ByM qe諏oBelくoM cu∂〃α
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    cu∂e〃%,レ1濯 θπ 濯ごz泥θπ α〃2δ, H 6〃o撹瀦αcmoszmb. [EvGEN,EvA 1963:

    198]

    ｢そ して石 の墓を作 るよう命 じた,二 人 の男が どのよ うにもす わ り,横 にな

    り立つ ことがで きるよ うな墓 を｣(叙 事詩)

 {列74 $blll1｣I qacTbl員 ｣[O?KAI-iK, ノ7π8瀦メz 泥ろ8〃2, noJmBaeT･･…･ [EvGEN'EvA

    1963:198]

    ｢細 か い雨 が降 って きた,ざ あざあ降 って 降りそそ ぐ……｣(叙 情歌)

 この タイプの 丘gura etymologicaは,口 語 で も強調のために しば しば用 い られ る

[EvGEN,EvA  l 963:198]｡

   iv 動 詞 がその動詞か ら派生 した副動詞 と結合す るもの

 例75 He MoxceT B｣la双HMHp〃20κ)ゼ κcmoszmb… …  [EvGEN'EvA 1963:200]

    ｢ウ ラ ジー ミルは立 ちに立 ちつ くす ことはで きず ……｣(叙 事詩)

 例76 He To cmosz npocmoszmb, He To cu∂X npocu∂emb, He To /z8πβ

    〃アo泥θ2κα〃2b.[DAL' 1862:493]

    ｢立 ちつ くすので もす わ りとおすので も寝 たき りで いるので もない｣(諺)

 例77 A6bl諺 θ〃2メz曙π八〇po>KKyπ ρo泥θ〃zθ〃z 6H… …  [EVGEN'EvA  l 963:200]

    ｢私 は道を飛 びつつ飛 びわた るで しょうに……｣(泣 き歌)

  (6)同 語 根の動詞が反復 され る もの

   i 不 完 了体 の単純動詞 と,こ の単純動詞か ら接頭辞 と接尾辞 によ って派生 し

     た不 完了体 動詞 が結合 あるいは並置 される もの

 4列78 茂 ソ4π泥σero, oλ乙ソノz〃αz〃z… …  [KRAVCOV  1971:262]

    ｢彼 女 は彼を けな した,悪 く言 った……｣(バ ラー ド)

 例79 CTa｣i ucymu〃2b oH,〃o〃 り1吻6α〃6 [Kxavcov 1971:205]

    ｢彼 はふ ざけだ した,冗 談を言 いだ した……｣(叙 事詩)

 {列80 H cTa.nH Bce oκπ〃b-noxcueamb,双06po κoπ πθ∠z〃6……  [KRAVCOV

    1971:101]

    ｢そ してみん な末長 く暮 らし,た くさんお金 を も う け る よ うに な り ま し

    た … …｣(民 話)
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 例81Kunu〃2-nepeKUnaem, Topum-nepe20paem, Coxxem-nocacxaem

    [BOGATYxEV  1966:48]

    ｢わ きた ち,わ きあが り,燃 えたち,燃 えあが り,か わ き,か わききる｡｣

    (恋情 を催 させ る呪文)

 例82 0Haκ882〃 〃oπ, Bbcxeanszemcx, uTO sce sHAa.na… … [KRAvcov l971:

    83]

    ｢彼 女 はすべて を見た と自慢 し,得 意が る… …｣(謎 々)(答 一｢死｣)

   ii 不 完 了体 の単純動詞 とこの単純動詞か ら接頭辞によ って派生 した完了体動

     詞 が結合 あ るいは並 置され るもの

 例83 Euze〃 鴻π一πρo〃翅πCO｣IAaTbl HoBo6paHbl･…･･[KRAvcov l971:252]

    ｢さ らに新兵 たちが通 った,通 りす ぎた……｣(歴 史歌謡)

 白 ロシア民謡 にも同様の語法が見 いだ され る｡

 例84 1〃2', 〃μz彦〃4∫ Ba｣Iaqg6HiqKi… …  [BARTAsEvIc and SALAVEJ (ed･)

    1980:59]

    ｢ヴ ァラチェブニ ク[儀 礼歌 の歌 い手]た ちが通 った,通 りすぎた……｣

 例85 0HHπ ∂伽 μ一〃o∂π∂4沼〃ry6epHaTopa… … [KRAvcov 1971:248]

    ｢彼 らは県知事を待 った,待 ち うけた……｣(歴 史歌謡)

 例86 1748θ σ8〃一〃o〃沼α80ε〃cep ceJle3Hb… … [KRAvcov-1971:211]

    ｢灰 色 の雄鴨が泳 ぐ,泳 いで い く……｣(叙 事詩)

 動 詞 組織において同様の完了体 の派生 をおこな う リトアニア語 は,フ ォークロアに

おいて も同 じタイプのfigura etymologicaを 構 成す る｡

                               V  コ

    Oi kas man tvorele Lauze palauze, Zalia diemedell Grauze pagrauze?

    [CIURLIONYTE  1955:415]

    ｢お お,誰 が私 の垣を こわ したの,ぶ ちこわ したの?,緑 の神の木をか じっ

    た の,か じりと ったの?｣

  iii完 了体 の単純動詞 とこの単純動詞か ら接尾辞によ って派生 した不完了体動

    詞 が 結合 あるいは並置され るもの

例87 Ax, Tbl npoc〃au-npouyau… … [PRoPP 1961:142]

   ｢お お,あ なた,さ ような ら,ご きげんよ う……｣(叙 情歌)
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 以 上ii, iiiのfigura etymologicaは,文 法 的には,い ずれ も完 了体一不完了体 と

い う範列的な二項 対立 が結合軸へ投影 された ものとい うことがで きる｡

   iv 同 語 根の異 なる形態の完了体動詞か ら派生 した不完了体動詞が結合 あるい

     は並 置され るもの

 例88 … …,02ア α3κ∂aem H o2qgα π π8σ〃z oT cepblH qepBH… … [TOPOROV

    1969:27]

    ｢… …灰色の虫か らま もり,防 ぐ……｣(虫 よけの呪文)

 この例 では,orpaxcAaTbは,充 音性(no丑HoMacHe)を 示 さない完了体orpaliHTb

か ら派生 し,oropa}KHBaTbは,充 音性 を示す完了体oropoAHTbか ら派生 して いる｡

 2) 名 詞 旬にあ らわれ るfigura etymologica

  (1)同 語 根 の名詞 と形容詞が結合 され るもの

 例89κ 〃6配 κ忽6μ απδ∫,π｣9πκμsrpucmbc,〃 躍θκ〃ゆ4 ncuexucmac… …

    LAFANAS'EV 1914:238]

    ｢穀 物 た っぷ りの穀物,春 麦た っぷ りの春麦,小 麦た っぷ りの小麦を……｣

    (民話)

 語 根 反復 が 自己 目的化 されて いるこの例は,意 味論的 にはほとんどナ ンセ ンスだが,

名詞 と結合 されてい る形容詞 は,す べて同一の接尾辞 一HCT-(｢～ を豊富 に持つ｣の

意味の形容詞 を派生す る)に よって派生されて いる｡す なわち語根 だけでな く,接 尾

辞 も反復 され る結果 とな って いる｡

 例90 rpSIHbTe me,ζ ρo〃乙∫3アo〃κ〃8……  [EvGEN'EvA  1963:233]

    ｢ひ び きわたれ,と どろ くとどろきよ……｣(叙 情歌)

例91 … …,ロeπblH Bo3 HaBaπH凋80π κo彦80π%π κゐ4…… [Kxavcov I971:126]

   ｢… … 荷 車 い っ ぱ い に あ らゆ る す べ て を 積 み あ げ た … …｣(民 話)

{列92  ノレfo/20∂ゐム〃 混o/20δLソ〃 κごzノ彫一no j[eTf'.HblLLIIくy, C〃2卯 ゐ`〃 C〃tapyucxa.ni

   no py6汎eBnKy… … [Kxavcov 1971:17]

   ｢若 い 若 奥 さ ん に は 赤 ち ゃん を 一 人 ず つ,年 と った お ば あ さ ん に は1ル ー ブ

   リず つ … …｣(迎 春 の 儀 礼 歌)

例93 Tblノ 彫040∂exaxuu瀦o泥o∂ ゼ〃κ 〃040∂ou! [PROPP 1961:132]

   ｢お ま え,う ら 若 い,若 い 若 者 よ!｣(叙 情 歌)
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 {列94  … …, nocaAKTe B Hero 〃200κソ 〃zoo1リノ剛 κ},`yκo〃ay cyxo〃 リノ尾ソκP… …

    [TOPOROV 1969:35]

     ｢… … その中に哀 しい哀 しみ,こ がれ る思いを注 ぎ こめ……｣ (恋 情 を催 さ

    せ る呪文)

  ② 前 置詞旬 が同語根の形容詞 と並列され るもの

 例95 CPycu pycckast noπo朋HoqKa… … [KRAvcov 1971:261]

     ｢ロ シアか らの ロシア人の とらわれの女… …｣(バ ラー ド)

  (3)同 語 根の名詞が反復 され るもの

   i 接 尾 辞を用いた反復

 例96 3aBOAH,6paTeロ, nup一η塑08α κ観 κθ…… [Kuavcov 1971:262]

     ｢兄 さん,宴 会を,う たげを ひ らいて くだ さい……｣(バ ラー ド)

   ii 接 頭辞 を用いた反復

 例97 HAyMaeT》KeHKaヅ｣ω 〃 ραミy溺o,厩… … [KRAVCOV l971:259]

     ｢そ こで おかみ さん は知恵を,頭 を しぼって考え る……｣(バ ラー ド)

例98 Tope-2qρ θ濯ム班α, xyxteハanoTHoro｣IblKi1.[DAL' 1862:133]

    ｢不 幸 な不幸者,わ らじの紐 よりまだ細い｣(諺)

例99 Lee〃2bl MOKκ8θ 粥μκκ･･一 一[KRAvcov 1971:28]

    ｢私 の 花よ,小 さな花 よ……｣(婚 礼 の儀礼歌)

例100 0且Tbl 3μ履ソ〃κβ一suMa… …  [PRoPP  1961:123]

    ｢お おお まえ,冬 よ,冬 よ……｣(叙 情歌)

3) 形 容 詞句 にあ らわれ るfigura etymologica

 (1)接 尾 辞を用 いた反復

例101Mono∂ δ耀R濯 侃o∂ecuexaKa, H 2〃 πδ傭 一TO R Z./ly｣Z2111BKbKQ… …

    [EvGEN,EvA 1963:218]

    ｢私 は若 くうら若 くそ して愚かで馬鹿 な女 ……｣(叙 情歌)

例102 Pa∂d 6bl, pa∂ ろム〃rμz∂8鷹θ形6κごz……  [PRoPP  l 961:171]

    ｢私 は うれ し く,心 楽 しいことで しょう……｣(叙 情 歌)
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  (2)接 頭 辞 を用 いた反復

例103 AC猟TblqHxa 3Ta 6blハa noMe田Hua 32αル πアθ3泥α刃･･･… [KRAvcov l 971:

    136]

     ｢と こ ろが このサルテ ィチハときた ら,悪 い,と んで もな く悪 い女地 主だ っ

    た ので ……｣(伝 説)

 (3)造 格 語尾 を用 いた反復

例104 nepbKue y BopoHa望 句ワκδん膨魂句ワκo･･…･ [EvGEN'EvA  l 963:217ユ

    ｢か らすの羽 は真黒に黒 く……｣(叙 事詩)

例105 Mox xBamoxxa/704麗 う1〃一だ04溜 σ･…･･ [EVGEN'EVA  1963:217]

     ｢私 の 桶 は(こ ね 粉 で)一 杯 に 充 ち て い る … …｣(叙 情 歌)

4) 副詞 旬にあ らわれ るfigura etymologica

  (1)接 頭 辞 を 用 い た 反 復

例cos … …,06Mo､πoTH Mxe K 3aBTpaMy Bcx)m皿exKuy Luc〃zo一 κα%πo〃20 双o

    eAKxoro aepxymxa,･･･… [Kxavaov 19'71:107]

     ｢… …,あ した ま で に全 部 の 小 麦 を 一 粒 残 らず す っ か り き れ い に 脱 穀 す る ん

    だ よ … …｣(民 話)

例107 H欄01π κo一καπ躍o椛 κoBe双b 6HπH 6 noAHo∬caHbl･･…･[KRAVCOV l 971:

    50]

     ｢そ して 固 く,し っ か り と(剣 を)腰 に つ け て い る よ う に と … …｣(泣 き 歌)

  (2)造 格 語 尾 を 用 い た 反 復 よ り派 生 した 副 詞 に あ ら わ れ るfigura etymologica

{列108 ∂α8㍑6ん%一∂aaxo clくaqyT Ha 60P3Hx KOHAX. [KRAvcov  1971:108]

     ｢… … 彼 ら は も う 長 い こ と,か な り前 か ら 足 の は や い 馬 を 走 ら せ て い る｡｣

    (民 話)

5)前 置 詞句 にあ らわれ るfigura etymologica

 (1)同 語 根の名詞 の反復 によ るもの

例109 Ha tope-zopycuKe CTORT TpH cTapyuiKH･･…･[KRAvcov l971:86]

    ｢丘 の,小 さな丘の上に三人 の老婆が立 ってい る……｣(謎 々)(答 一｢大

   砲｣)
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 リ トアニア民謡に同様の指小形語尾を用いた語根反復 が見 られ る｡

    Oi ant kalno, Oi ant kalno, ant kalnelio, Ulijana linus rove. tBALYS

    1955:9]

    ｢お お,丘 の上で,お お,丘 の上で,小 さな丘 の上で,ウ リヤナは亜麻の根

    を掘 って いた｣

  (2)同 語 根 の名詞 と形容詞の結合 による もの

例110 no cape 3αρπκoκo彦xaTxTCA田ap BepTHHcKHh… … [DAL' 1880:628]

    ｢し の のめの暁 に くる くるまわる球が ころが ってゆ く……｣(謎 々)(答

    ｢太 陽｣)

    HKo ceszmou cexmacxe npnJlo}KHJIcH oH… … [KRAvcov 1971:215]

    ｢そ して聖 なる聖物 に彼は くちづけた……｣(叙 事詩)

例111 noxo八H,πBacH,πH員Ko cBoeMy oH∂eopy∂8q9メzκoκ ωリノ･･…･ [KRavcOV

    1971:211]

    ｢ワ シ ー リイは,や って来た,自 分の貴族 の屋敷へ と……｣(叙 事詩)

例112 B〃 θ泥κo彦 〃z8泥κπ酵θKpacHbl AeBKubi… …[KRAvcov 1971:77]

    ｢暗 い牢獄 に美 しい娘 たち……｣(謎 々)(答  ｢蜂｣)

例1130Tbe3》Ka刀a KpacHa AesHga〈 … …>K尾yρ ∬o尾yηoκ8一 匿yρκ∠zκ4尾y……

    CKRAVCOV  1971:34]

    ｢美 しい娘 は旅立 った,見 知 らぬ,よ その他人の家へ と… …｣(婚 礼 の儀礼

    歌)

 皿.figura etymologicaの0般 的 機 能

 以 上 の用例の検討 に よ って,ロ シァ･フ ォー クロア にお けるfigura etymologica

が きわめて多様な形態 をとっていることが確認 されたと思 う｡こ の多様性 は,序 論で

述べた ように,ロ シア語 における形態論的な レヴ ェルでの範列関係の多様性が,結 合

軸 に投影 された もの と解釈す ることがで きる｡

 一 般的 に範列関係 の統合 関係への転移 とい う手法 が,芸 術構成において重要 な役割

をはた して いることは,序 論で述べた とお りであるが,こ こでfigura etymOlOgiCaの

手法 にのみ限定 して考え るな ら,こ の語法 は一般的 に詩 的機能のみな らずさ らにい く
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つかの機能をあわせ持 っていると考えられ,検討した用例には,それらの機能がさまざ

まな形であらわれている｡本 章ではこの語法がになういくつかの機能について考える｡

 最初に確認 しておきたいのは,日 常言語と文学言語の階層的な差異である｡口 承文

芸を含めた文学は,一 般的に日常の自然言語を素材として構成されたものであり,文

体論的に日常言語と区別される指標(た とえば韻律)を いくつか持 っている｡し かし

文学言語は,日 常言語とさらに意味論的に区別される｡す なわち文学言語は自然言語

を素材として構成されることによって,自 然言語を媒介として しか現実と相関しえな

い｡す なわち文学言語は自然言語の上に二次的に構築された言語体系であるというこ

とができる｡丘gura etymologicaが 日常言語にもあ らわれる語法であることを考える

なら,こ の語法の機能もこの二つの言語体系との相関によって捉えなければならない

であろう｡

1.情 動 的 機 能

 語 根 反復の語法は,日 常言語で は,必 然的に意味論的反復 と して機能す る｡表 現 の

情動的強調の手段 として,,Z[aBHb1M-AaBHO｢と っ くの昔か ら｣(例 ユ08),Bc∬K朋Bc別HHa

｢一 切 合切｣(例91)な どの語法や,指 小接尾辞を用いた語根反復 は,日 常 のロ語 に し

ば しば見 いだ され る｡花 嫁 の,あ るいは葬礼 の泣 き歌 に頻 出す る丘gura etymologica

は,ま ず この情動的機能 と結 びつ いて いるとい うことがで きる｡し か し,フ ォークロ

アのテ キス トにおいては,そ れ らの情動的機能をに な って いるfigura etymologica

は,同 時 に詩的機能 を もにな うことにな るのである｡

2.詩 的 機 能

 最 初 に術語 の定義を おこなってお く｡｢詩 的｣と い う術語 は,本 稿で は｢文 学的｣

と同義語であ り,詩 的機能 とは,自 然言語を文学作品へ構成 し,組 織化す るた めの機

能であ る｡本 稿 では,｢文 学｣と い う術語 は経験論的 ジャンル概念 であり,文 学性 あ

るいは芸術性の定義 はおこなわな い｡

 詩 的語法 としてのfigura etymologicaは,口 承文芸 のみな らず,個 人的な創作を

含 めた詩的言語一般 に見 いだ され る[JAKOBSON 1953;Foxos l936]｡一

 序 論で述 べたように,figura etymologicaの 中 心的機能 は,テ キス トに秩序 を導入

し,既 成の言語要素か ら新 しい非 日常的 な言語表現を創造す る詩的機能であ ると考え

られ る｡前 節 で述べた ようにfigura etymOlOgiCaの 一 部 は,日 常的に も用い られ る

が,そ のほとんどは詩 的言語 にのみ見 いだ され る語 法である｡1章5節 で紹介 したオ
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スチ ャーク･フ ォークロアのfigura etymologicaは, Steinitzに よれば,日 常言語

で は全 く用い られない[STEINITz 1976:42]｡

 統 辞 論の レヴ ェルにおける｢反 復｣の 手法 と して 丘gura etymologicaは,音 韻反

復を文法的に動機づ けるだ けでな く,よ り上位の レヴ ェルの｢反 復｣の 構成のために

も しば しば機能 している｡次 の例で は,2つ の タイプのfigura etymologica(同 語 根

の名詞の反復 による ものと同語根 の名詞 と動詞が主述関係 を結ぶ もの)が,2行 ず つ

並行的に用い られ,統 辞論的パ ラレ リズムが構成 されている｡こ の結果4つ の詩行 は,

共 に詩行末 尾か ら2番 目の音節 にアクセ ン トを持つ結果 とな っている｡す なわ ちここ

で はfigura etymologicaは 詩 行 の リズ ムの組織化のために機能 して いる｡

    110A.roc〃zo〃 一〃･C〃2π解 泥, rloA Zopo∂･〃-2(ψo∂ μ耀 泥,双Be mpy6ac

    ㎎ ワ6〃沼μ,双Be o8θ%μ088〃 〃駕. [KRAvcov 1971:81]

    ｢橋 の,大 きな橋の下,町 の,大 きな町 の近 くに 2つ の ラ ッパが鳴 りわた

    り,2つ の ろうそ くが光 った｡｣ (謎 々) (答 一唇,歯,鼻,眼)

 次 の 例において は,最 初の詩行で,同 語根 の名詞 と動詞が主述関係 を結ぶfigura

etymologicaが 反 復 され,第2の 詩行で は同語根の動詞 と対格補語 によ って構成 され

るfigura etymologi caが 末 尾にあ らわれ,同 じ三人称単数現在の屈折語尾 によ って

押韻をお こな っている｡

AH, He碓 ソ泥 〃り･泥μ〃2, He apo.titろ9θ 〃 〃〃, M.oπo双o曲TypUHK CBOI3∂ θ泥

∂e｣gum. [ASTACHOVA  1951:6361

｢あ あ,ざ わ め き が ざ わ め い て い る の で も,ど よ め き が ど よ め い て い る の で

も な い,若 い トル コ 人 が 分 前 を 分 け て い る の だ｡｣(叙 事 詩)

 一 般 的 に詩的言語 の体系 において は,figura etymologicaは 自己 目的化 され,そ の

音韻反復のための機能が前面にでて くる｡た とえば既 に述べ たように泣 き歌 などの ジ

ャ ンルにおいて,figura etymologicaは,情 動的機能ばか りでな く,同 時}こ詩的機能

を もにな うことになる｡自 己目的化 されたfigura etymologicaに お いて は,接 尾辞

法によ って全 く新 しい語が造語 され ることも少 くない｡回 シア･フ ォー クロアにお け

る次の例では,二 つの形容詞は この語法のために作 られ た造語で,ほ とんど実質的な

意味を持 っていない｡

    TpH〃zocku〃oo茂y望 πθ, TpH｣95∫ ∂bl｣96∫δン%〃θ･･…･｢JAKoBsoN l979:331]

    ｢三 つ の哀 しい憂 い,三 つの泣 き叫ぶ号泣……｣(呪 文)

次 に引用するクロアチア民謡 は,テ キス トのすべてが動詞 と造格補語 によるfigura
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ｅｔｙｍｏｌｏｇｉｃａによ って構成 されて いる珍 しい例であ る。

Sibum  §ibovala, 

kamen kamovala, 

trnom  trnovala, 

 bi6um  bie'ovala, 

 hivzom  hizvovala, 

 klopom  klopovala, 

stenom stenovala, 

knjigom knjigovala, 

grehom grehovala, 

 boom  boz'ovala, 

sinom sinovala, 

bratom bratovala, 

decom decovala, 

ocom ocovala, 

mater matovala, 

vujcem vujcevala, 

kumom kumovala, 

listom listovala, 

svetom svetovala, 
      ...

j... Jezusezuvala, 

ludem ludevala, 
  ...:, 

nozom nozevala, 
., -. 

zenom zenovala, 

bratom bratovala.  [ToLsToj 1971: 351-352]

　　この民謡の採集者 は， この歌をかな り多 くの農民が知 って いたに もかかわ らず， こ

の歌詞の意味 は誰 も知 らず，ただ普通放牧 の時 に歌われ る歌であ る， とい うことしか

わか らなか った と記 して いる ［ＴｏＬｓＴｏＪ　１９７１：３５２］。 我 々はここに自己目的化 され

た ｆｉｇｕｒａ　ｅｔｙｍｏｌｏｇｉｃａの極限的 な相を見 ることができよう。

３． 記 憶 術 的 機 能

　ｆｉｇｕｒａ　ｅｔｙｍｏｌｏｇｉｃａのロ承文芸 に固有の機能 としてあげられ るのは記憶術的機能で
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あ る｡語 根反復 は,必 然的にテキス トの意味論的な冗長度 を増大 させ る結果を生むが,

これは口頭 におけるテ キス トの伝達を確実 に し,そ の記憶 を容 易にす る｡一 般的に ス

ローガ ンや コマーシャル に音韻反復や意味論的反復が多 くあ らわれ るの は,｢反 復｣の

手法が一般 的に持つ この記憶術的機能 に由来す ると考え られ る｡GondaはVedaに

お ける 丘gura etymologicaお よび音韻反復一般の持つ記憶術的機能 を指摘 して いる

[GoNDA l 959:188]｡ま た 初期 ラテ ン作家の文献に見 いだされるfigura etymologica

の 多 くが,法,政 治,軍 事 などにかかわ る慣 用句で あることは示唆的である[GONDA

1959:275]｡た だ し口承文芸におけるfigura etymologicaの 機 能 は,こ の記憶術的

機能のみには還 元で きない｡Mouninは, Jakobsonの パ ラレ リズム論 を批判 して,

口承文芸 におけるパ ラレ リズ ムは,単 な る記憶術的構造 にす ぎない, と して いるが

[MouNIN 1972:150],一 般 的 に反復 の手法 が持つ詩的機能 と記憶 術的機能 はおそ

らく矛盾す るものではない｡た とえば諺 などの ジャ ンルでは,こ の二つ の機能 は,ほ

ぼ拮抗 してい ると考 え られ る｡問 題 は,同 一の語法 も異な る言語 体系,異 なるジャン

ル にお いて は,そ の機能 を変化 させ る,と い う点にあ る｡

4.呪 術 的 機 能

 丘gura etymologicaは,既 に用例 で見 てきた ように,呪 文などの儀礼的テキ ス トに

もしば しばあ らわれる語法で あり,そ の場合,こ の語法 は詩的機能,記 憶術的機能の

ほかに呪術的機能を持 って いると考 え られ る｡こ れ はすなわち語根の反復 とい う言語

行為 にいわば神秘的呪力 を付与 しよ うと す るもので,儀 礼 の一操作対象へ の一種の情動

的機能 と考 え ることがで きる[JAKOBSON I960]｡

 この タイプのfigura etymologicaの 機 能 は,ヴ ェーダに典型的 にあ らわれてい る｡

リグ･ヴ ェーダか ら例をひ こう｡

   yajnena yajnam ava yajniyah san(III,32,12)

    ｢犠 牲 によって犠牲 に力を与 えよ,汝,犠 牲にふ さわ しき者 は｣

    肋 α脚 吻 αクsa痂7四 α∫α解吻glapゆ11ゑP蕊ts6du乃 歪7α脚 びα脚 ク{乃加 型⑫`'

    pari y6ner nisadya I伽 腐型σ面dadaty annam asmai ll(II,35,10)
                 かんばせ

    ｢黄金の如き姿の彼は黄金の顔容を持ち,ま さにこのアパーム･ナ パー トこ

    そは黄金色なり｡黄 金の胎から(出 て)座 を占める時,黄 金の授与者たちは,

    彼に栄養を与える｡｣

ヴェーダにおいて反復される語根は,当 該の讃歌において最も重要な概念をあらわ
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す ものであ ることが多 いが[ELIZARENKOVA 1972:76],こ の よ うなfigura ety-

mologicaの 呪 術的機能 は,口 承文芸 の中で も儀礼的テキス トにのみ見 られ るもので

ある｡

 5.figura etymologicaの 諸 機 能 と ジ ャ ンル

 以 上検討 して きた ように,figura etymologicaが に なう諸機能 は,こ の語法 が実

際に用 い られ る言語体系およびジ ャンル によって規定 され る｡従 ってた とえばあ るフ

ォー一クロアのテキス トが儀礼的 ジ ャンルか ら非儀礼 的ジ ャンルへ と移行 した場合(た

とえば,わ らべ唄 に退化 した儀礼歌),こ の語法が 中心的 ににな う機能は,呪 術的な

ものか ら詩的 なものへ と移行す るで あろ うし,フ ォーク ロアの言語か ら日常言語に浸

透 したfigura etymologicaに お いては,詩 的機能 よ りも情動的機能が ドミナ ン トと

な るであ ろう｡従 って本稿でその用例を検討 して きたfigura etymologicaも,そ れ

がにな う機能 は,最 終的に はそれぞれのジャ ンル,コ ンテキス トによ って決定 され る,

と考え るべ きである｡

IV.結 論

  以 上 で 丘gura etymologicaの 形 式 と機能 の分析を終 える｡こ の分析を通 じて明 ら

 か にな った のは,こ の手法 は言語の系統を問わず あ らわれ るが,ロ シア･フ ォー クロア

 に おけるfigura etymologicaは,そ の多様性 において際だ ってい る,と い うことで あ

 る｡こ の事実 は,フ ォー クロアの他 の レヴェルにおける反復の手法 と比較 して考 えるな

 ら,範 列一統合関係の転換 とい う原理の普遍性 と,ロ シア語 という言語 の特殊性 を同

 時 にさ ししめす もの といえ る｡す なわちロシア･フ ォーク ロアにおける手法 としての

 丘gura etymologicaの 生 産性の高 さは, Jakobsonの 指 摘 す るよ うに[JAKoBsoN

 l953,1966,1968],ロ シ ア語 の屈折性の強 さと接辞の生産性 の高 さにその原 因があ

･る といえよ う｡つ ま りロシア語で はあ る語彙 に対 して選択軸上 にあ らわれ る同語根の

 派 生語の数が きわめて多 い｡こ のため に範列一統合関係の転 換 とい う原理の実現に際

 して,そ こには必然的 に形態論的･造 語論的 レヴェルでの ロシア語 の範列関係の多様

 性 が投影 され る結果 になるのであ る｡既 に述べ たように,わ が国の｢か けことば｣の

 技 法 も,同 音異義語 の多い 日本語 においては,統 合関係 に投影すべ き範列性 と して同

 音異義性 が優先的に用い られた ものと解釈できよ う｡

  こ う して本稿で検討 した ロシア･フ ォーク ロァにおけるfigura etymologicaは,
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範列一統合関係の転換という原理に支えられた言語的な器用仕事 （ブリコラージュ）

の個別的な具体化として位置づけられるのである。
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